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押し上げ・下げ運動

引き上げ・下げ運動上体左右ひねり運動

脚の屈伸運動
①ひざを軽く曲げ、玄米ダ
　ンベルを肩の位置に構え
　ます。
②片方のひじをゆっくり伸
　ばして腕を押し上げます。
　肩を押し上げるようなつ
　もりで伸ばすとよいでし
　ょう。
③上げた腕を力を込めてゆ
　っくりおろしながら、も
　う一方の腕を押し上げま
　す。

①背筋と首をまっすぐ伸ば
　したまま、上体を頭１つ
　分前に傾けます。
②ひざは軽く曲げておきま
　す。
③ひじを張るようにして、
　玄米ダンベルをあごの方
　へ引きつけます。
④動きを止めないようにそ
　のまま押し下げます。　

①玄米ダンベルをからだの
　両側ににぎり構えます。
②背筋を伸ばし、上体を頭
　１つ分前に傾けます。
③そのままいすに座るよう
　な気持ちでひざを曲げて
　腰を落とします。
④動きを止めずにゆっくり
　と立ち上がります。　

①上体を頭１つ分前に傾け
　ます。
②ひざは軽く曲げます。
③下腹部だけをひねるよう
　に玄米ダンベルを大きく
　ゆっくり左右に振ります。

ひと
休み
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はじめる前に
体操の５ポイントやや内側に巻き込むようにしま

す。そらしたり、グラグラと動
かしたりしないようにします。

力をこめて、しっかりと玄米
ダンベルをにぎりしめます。

玄米ダンベルを上げるときも下
げるときも、スローモーション
のように「ゆっくり・じっくり・
止めないで」動かします。ひじ
を伸ばすときは、伸びきる手前
で動きをくり返します。

立って行う体操のときは、
足を肩幅に開き、床をし
っかりと踏みしめます。

ひざを少し折り、ふんばっ
ている姿勢をつくります。
体操の途中で姿勢がくずれ
ないようにしましょう。

手首

にぎり方

ひじ

足

下半身

○！　　注意 体調のすぐれないときや体操の途中に気分が悪くなった
ときは中止しましょう。

×

「 玄米ダンベルにぎにぎ体操 」
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ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

　　　のマークでは、　　　玄米ダンベルを　置いて深呼吸をしま　　しょう

ひと
休み
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観音開き・閉じ運動

前傾振り開き・閉じ運動

両手巻き上げ・下げ運動

片手巻き上げ・下げ運動

①背筋をまっすぐ伸ばして
　立ちます。
②からだの両側に両腕を下
　ろした状態で構えます。
③からだの線に沿うように
　して、わきの下の位置ま
　でゆっくり玄米ダンベル
　を引き上げ、続けてゆっ
　くり押し下げます。　

①上体を頭２つ分前に傾け
　ます。
②ひざは軽く曲げます。
③玄米ダンベルをひざのあ
　たりに、数字の「11」に
　なるように平行にそろえ
　ます。
④両腕を羽ばたくようにゆ
　っくりと開き、続けてゆ
　っくり戻します。　

①上体を頭１つ分前に傾け
　ます。
②ひざは軽く曲げます。
③玄米ダンベルを数字の
　「11」になるように平行に
　そろえて、胸の前に構え
　ます。
④胸を広げる感じで両腕を
　左右にゆっくりと開いた
　り閉じたりします。

①足を肩幅よりやや広く開
　きます。
②上体を前に傾け、ひざを
　曲げて腰を落とします。
③玄米ダンベルを持ってい
　ないほうの手をひざに置
　いて上体を支えます。
④玄米ダンベルを持ったほ
　うの手は、手のひらを上
　にして手首を起こします。
⑤ひじを動かさないように
　固定し、腕をゆっくりと
　巻き上げます。　

４ページに続く ひと
休み

ひと
休み

ひと
休み

　ダンベル体操の効果は、寝たきり防止や認知
症予防のためだけではありません。
≪ダンベル体操の効果≫
　○基礎代謝や筋肉エネルギー代謝の向上
　○脂肪燃焼
　○便秘解消
　○肩こり、膝・腰痛解消
　○ストレス解消　

　スポーツの秋、激しい運動は苦手でも１日
15 分の簡単体操はいかがでしょう。
　ダンベルさえあれば、いつでも・どこでも・
誰にでもできる体操です。

はじめよう！

玄米ダンベル「１２のポーズ」

１日

～ 回

各運動の回数は
分15

1510

「 玄米ダンベルにぎにぎ体操 」
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玄米ダンベル
自分でつくってみよう！

完成

用意するもの（２本分）

玄米 600 グラム

木綿の布 縦 23 センチ
横 15 センチ ｛×２枚

9

1 2
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１0

１1

１2

①足を肩幅よりやや広く開
　きます。
②上体を前に傾け、ひざを
　曲げて腰を落とします。
③玄米ダンベルを持ってい
　ないほうの手をひざに置
　いて上体を支えます。
④ひじをなるべく高くまで
　上げるようにしながら、
　玄米ダンベルを持ち上げ
　ていきます。

①足を肩幅よりやや広く開
　きます。
②上体を前に傾け、ひざを
　曲げて腰を落とします。
③玄米ダンベルを持ってい
　ないほうの手をひざに置
　いて上体を支えます。
④玄米ダンベルを持ったほ
　うの手を前方に突き出し
　ます。
⑤ゆっくりと後ろに振り上
　げ、手首を上に返し、ゆ
　っくりと戻します。　

①１本の玄米ダンベルを両
　手でにぎります。
②背筋を伸ばし、軽くひざ
　を曲げて上体を頭２つ分
　前に傾けます。
③両腕をまっすぐに伸ばし
　たまま、玄米ダンベルを
　ゆっくりと頭の上に向か
　って振り上げ、ゆっくり
　と下ろします。　

①１本の玄米ダンベルを両
　手でにぎります。
②背筋をまっすぐ伸ばして
　立ちます。
③玄米ダンベルが背中に触
　れるようにひじを曲げま
　す。
④玄米ダンベルをゆっくり
　と頭上に押し上げます。
　腕を伸ばしきったら、ゆ
　っくりと元に戻します。

布を中表に折り、わきを縫い
ます。縫い始めと縫い終わり
は３～４針返し縫いします。

縫い線を中央にして縫い代を
割り、底を縫います。表にひ
っくり返して、角を目打ちな
どで出し、形を整えます。

3 ②をコップなどの中に入れ
て、玄米を 300 グラム入れま
す。玄米を入れるときは、ハ
ガキなどをまるめて利用する
と、こぼさずにうまく入れら
れます。

4 入れ口を内側に折り込んで、
２～３ミリ間隔でまつりなが
ら閉じていきます。このとき、
しっかりと玄米をつめて、ゆ
るくならないように閉じまし
ょう。

中身の玄米は、３か月に
一度を目安に新しいもの
に交換しましょう。

片手引き上げ・下げ運動

片手後方振り上げ・下げ運動

両手後方振り上げ・下げ運動

頭後方両腕曲げ・伸ばし運動

Fi
ni
sh
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明日も元気に「にぎにぎ」しましょう。さぁ！元気になったあなた。
次は何をしますか？

　体力・運動能力調査として体力テストを行います。
　自分の体力年齢や日頃の運動の成果を知りたいという
人は、ぜひご参加ください。
日　　時　10 月 15 日（月）19 時～
場　　所　菱刈農業者トレーニングセンター
対 象 者　20 歳～ 64 歳の人
テスト項目　握力測定・上体起こし・長座体前屈・反復横
　　　　　跳び・20 ｍシャトルラン・立ち幅とび
申込期限　10 月９日（火）
※屋内で使用できる運動靴をお持ちください。
※当日の健康状態によっては、参加できない場合があり
　ます。
申込・問い合わせ先
市教育委員会文化スポーツ課文化スポーツ係　　　　　

　　　　　　　　　☎�６３２０

問い合わせ先
市長寿支援課地域包括支援係　　　　☎�１３１１○内　　１２２２

体力・運動能力調査を実施 !

○！　　ポイント
各運動はゆっくり行います。基本的に 10 ～ 15 回で行います
が、体力に合わせて調整してください。自分のペースで無理せ
ず、全部のメニューをできるようにしましょう。

　10 月 17 日～ 23 日は「薬と健康
の週間」として、健康講演会を開
催します。
日　　時　10 月 21 日（日）
　　　　　10 時 30 分～ 12 時　
場　　所　大口ふれあいセンター
　　　　　３階
演　　題　「市販薬を上手に

用いた健康づくり」
講　　師　本屋敏郎氏
　九州保健福祉大学薬学部教授
そ の 他
　薬や健康食品についての相談も
受け付けています。ご来場の 10
人に抽選で自動式手首血圧計、先
着 100 人に便利グッズをプレゼン
トします。
問い合わせ先　伊佐市薬剤師会

（大宮司薬局）☎� 3311

健康講演会

『認知症支援の会　
オレンジのわ』ご案内

　認知症の人や家族を地域で支え、
誰もが住みやすい地域をめざし、
認知症について学んだり語ったり
しています。まず一度お越しくだ
さい。
日　　時　毎月第三木曜日
　　　　　14 時～（２時間程度）
場　　所　大口元気こころ館
対　　象
　認知症について関心がある人。
◎ 10 月 28 日（日）に行われる社
　会福祉大会において、会の紹介
　コーナー、相談窓口を設けます。

「オレンジのわ」の意味は？
　認知症サポーター養成講座受講
者に配られる「オレンジリング」。
リングの「輪」、皆で輪になって
話し合う「輪」「話」、和やかな気
持ちになる「和」など、いろいろ
な意味が込められています。
問い合わせ先
大口地域包括支援センター

☎�２３７７

１日

～ 回

各運動の回数は
分15

1510

玄米ダンベル「１２のポーズ」

１日 分15「 玄米ダンベルにぎにぎ体操 」

あなたも体力テストに

チレャンジ
してみよう！
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行政からのお知らせ

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ

※おつりのないように 
　お願いします。
※集合注射には、飼い
　犬をしっかりと捕ま
　えておける人がお連
　れください。

　生後 91 日以上で、まだ登録していない犬または平成 24 年４月から今まで
に狂犬病予防注射を受けていない犬を対象に、予防注射および登録受付を次
のとおり実施します。（犬の登録については生涯１回、予防注射は毎年 1 回
必要です。）
　また、犬の死亡、行方不明等の場合は市環境政策課にご連絡ください。

狂犬病予防注射日程表
月　日 場　　所 時　間

 西太良地区コミュニティセンター      9：00 ～       9：50 
 羽月西青少年センター  10：10 ～ 10：40 
 羽月地区公民館  11：00 ～ 11：50 
 山野基幹集落センター  13：10 ～ 14：00 
 伊佐市文化会館北側駐車場  14：30 ～ 16：00 
 本城校区集会施設      9：00 ～    9：30 
 湯之尾校区集会施設      9：45 ～ 10：15 
 市役所（菱刈庁舎）東側車庫前  10：30 ～ 11：00 
 田中校区集会施設  11：15 ～ 11：45 

問い合わせ先　市環境政策課環境保全係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１０６０

大口ふれあいセンター外壁工事のお知らせ

３
10/

水

５
10/

金

注射料　3,000 円　　新規登録料　3,000 円

　大口ふれあいセンターの老朽化に伴う外壁工事が、10 月上旬からはじまります。工期中は、施設
周辺の通行止めや空調工事による施設内一部休館など、ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお
願いします。

　大口図書館（２階）の休館日
　平成 24 年 11 月は　６日（火）・13 日（火）・20 日（火）・27 日（火）　
　　　　　   12 月は　４日（火）・11 日（火）・18 日（火）・26 日（水）・27 日（木）
　平成 25 年   1 月は　５日（土）   ・    ６日（日）
　※毎週月曜日（ただし、祝日の場合は翌日）と年末年始（12 月 28 日～ 1 月 4 日）は通常の休館日
　　となります。

　通行止めの期間　　10 月上旬～外壁工事終了まで

　資料館（４階）の休館期間　　11 月中旬～（2 週間程度）

問い合わせ先　大口ふれあいセンター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１６１３

通行止め区間 大口ふれあい
センター

大口元気こころ館

交番

中央公園

外壁工事期間 （予定）　

10月上旬～12月中旬

工事周辺に
ご注意
ください

駐車場は、こころ館や交番裏
などをご利用ください。
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新しい時刻表

〇田代線（大口⇔（北薩病院経由）⇔田代）

〇北薩病院線（大口⇔北薩病院）

　運行日　週３日（火・水 ･ 木）※ 1 日 3 便

　運行日　週２日（月 ･ 金）※ 1 日２便

市内交通再編による
「北薩病院」のバス運行
　バス路線の見直しによる、路線バス田代線（大
口⇔田代）の時刻変更と併せ、北薩病院線（大口
⇔北薩病院）が運行されます。各地区からの「の
りあいタクシ－」などを利用して大口バス停留所
まで行くと、北薩病院行きのバスに乗り継ぎでき
ます。また、大口伊佐会営薬局前にもバス停が新
設されます。診療時間に合わせて、ご利用ください。

行き

大口発 北薩病院 田代着
    9：05     9：22     9：40
10：30 10：49 11：07
13：00 13：19 13：39

帰り

田代発 北薩病院 大口着
    9：46 10：05 10：25
11：14 11：36 11：49
13：44 14：03 14：22

行き
大口発 北薩病院着
    9：05     9：22
10：30 10：49

帰り
北薩病院発 大口着

10：50 11：07
12：20 12：37

問い合わせ先　市地域振興課振興開発係
　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２５７

地上デジタル放送に関する相談窓口
　地上デジタル放送についての受信方法、受信障害、受信障害の受信
調査・支援策等について、お困りの人は相談窓口にご相談ください。

受付時間　平日：９時～ 21 時（土・日及び祝日は９時～ 18 時）

問い合わせ先　市総務課広報係　　　☎�１３１１○内　　１１１６

デジサポ九州・沖縄　☎０９２・３０３・０１０１相
談
窓
口

問い合わせ先　市農政課農政係　　
☎�１３１１○内　２２４６

　稲刈りなどで忙しい時期は、特に農作業
中における事故に注意してください。
　農作業事故の未然防止と安全対策に努め
ましょう。
○農業機械の点検・整備を作業前に十分行
　いましょう。
○トラクターを運転する際は、もしもの転
　落・転倒に備え、必ず安全キャブや安全
　フレームを正しく装着し、シートベルト
　と紐付きヘルメットを着用しましょう。
○ほ場への進入路や段差、路肩では、機械
　の転落・転倒に十分気をつけましょう。
○道路では、低速走行や一時停止等を励行
　して他の車両に十分注意しましょう。
○ほ場作業以外では、必ず左右ブレーキぺ
　ダルを連結しましょう。　
○出かける前に、帰る時間や作業場所を家
　族に伝えておきましょう。
○農作業中の災害に備え、労災保険等に加
　入しましょう。
　「自分だけは大丈夫」と思わずに、ゆと
りをもって、無理せず農作業に取り組んで
ください。

農作業の
安全対策について

どげんすればよかかねぇ～

雨ん日は映らん

テレビの

映りが悪か
！

10月１日
から

スタート

地デジで
お困りの人、
すぐに電話
して！
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ISA City Topics

ISA City Topics

伊佐市の高齢者 

（平成 24 年９月１日現在）

伊佐市の総人口　　　29,272 人
75 歳以上の人口　 　　6,380 人
総人口に占める割合 　　21.8％
100 歳以上の人　                28 人
　　  （男性：２人　女性：26 人）
市最高齢者（女性）　   　105 歳

　９月 17 日の敬老の日に、市内各地で敬老会が開催されました。台風 16 号
の接近により、残念ながら中止するところもありましたが、開催した地区では
さまざまな出しものや余興が披露され、会場を盛り上げていました。

　9 月 11 日、「第 4 回伊佐市老人クラブ
連合会グラウンドゴルフ大会」が忠元公
園で開催され、88 チーム 440 人が参加
しました。成績は、次のとおりです。
　　優勝　駅前１組
　　２位　平出水中央１組
　　３位　堂崎Ａ

　これから日に日に寒くなりますが、体調には
気をつけて元気にお過ごしください。

いつまでもお元気で !!
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県代表として行ってきます！

　10 月 13 日～ 15 日に岐阜県で開催される
第 12 回全国障害者スポーツ大会へ派遣選手
として、大口白木在住の濱口良子さん（44 歳）
が選出されました。
　「ソフトボール投げ」と「ジャベリックス
ロー（やり投げ）」の県代表として出場します。
　日ごろの練習の成果を十分発揮し怪我のな
いよう、健闘をお祈りします。
　「がんばれ濱口さん」

ボランティア清掃

　次の団体が、ボランティア作業を行ってく
ださいました。
○鹿児島県建設業協会大口支部
　（市道・国道の除草作業）
○鹿児島県環境保全協会伊佐支部
　（市道・国道の除草作業、側溝の掃除）
　きれいな道路になりました。ありがとうご
ざいました。

第３回伊佐市畜産振興大会

　８月 28 日、伊佐市文化会館において、市
と北さつま農業協同組合主催の「第３回伊佐
市畜産振興大会」が開催されました。
　畜産農家への情報の提供と生産技術の向上
を図るため開かれた大会は、優良農家功労者
の表彰にはじまり、県姶良家畜保健衛生所防
疫課長の講演がありました。
　講演では、平成 22 年４月に発生した口蹄
疫や同年 11 月発生の鳥インフルエンザがも
たらした被害にふれ、家畜伝染病による被害
を最小限に止めるために「発生の予防」、「早
期発見・通報」、「迅速・的確な初動」が重要
であると話され、地域の畜産農家の連携と衛
生管理の遵守について改めて確認しました。

伊佐の教師ふるさと塾

　８月 24 日、晴天の十曽青少年旅行村にジ
ャージ姿の大人 48 人が集合しました。彼ら
の正体は、市内の小中学校に勤務する教職員
の皆さんです。この日は、伊佐の自然に触れ、
体験活動に参加することで教職員同士の親睦
と伊佐の教師力向上をめざすため、「伊佐の
教師ふるさと塾」と題し、市教育委員会主催
で開かれました。
　話題の“こどもの森”では、ピザ窯で作っ
たピザを昼食に談笑し、午後からはボートク
ルーズや川でのレスキュー法を学びました。
無邪気に川遊びする姿はまさに子ども。童心
にかえり過ごした“ふるさと塾”で得た、「豊
かな心を育み生きる力」を子どもたちへ伝え
ていって欲しいものです。
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空手道全国大会

　８月 25 日・26 日、大阪市で開催された空
手道糸東会全国選手権大会に鹿児島県代表と
して出場しました。大会の成績は次のとおり
です。（敬称略）
○小学２年生女子組手の部　準優勝
　川添結月（大口小学校・写真中央）
○小学３年生男子組手の部　第３位
　帖佐太陽（羽月小学校・写真右）
○小学１年生女子組手の部　第５位入賞
　御書小花（大口小学校・写真左）
○一般女子組手の部　第５位入賞　
　益園樹里（西本町）
　おめでとうございます。

「大きくなってね」ウナギ放流

　８月 27 日、大口崎山地区の辺母木川でウ
ナギの稚魚、およそ 300 匹の放流がありまし
た。
　主催した㈱國玉建設は、災害復旧工事の際、
辺母木川の水質がきれいなことに驚き、今回
の放流を企画したそうです。
　川とそこに生きる生き物の存在を実感する
ことで自然を身近に感じてもらおうと近隣の
自治会や子ども会も招待され、参加した子ど
もたちは、ウナギの感触に悲鳴をあげながら
も、環境に対する意識や川を大事にしようと
いう気持ちを深めていました。

「こども手帳」を贈呈
ぼくも、わたしも社会の一員

　財団法人日本公衆電話会では、社会貢献活
動のひとつとして、小学校児童を対象に「こ
ども手帳」を作成しており、９月５日に市教
育委員会へ 1,600 冊を贈呈しました。
　この子ども手帳は「安全で安心して暮らせ
る社会的マナーやルール」を学ぶための教材
で、自分の体や命を自分で守る方法や大人に
なるために大切な心がけが掲載されています。
　みんなが気持ちよく生活できるように、ル
ールやマナーを守り、思いやりの気持ちを持
って安全で住みやすい伊佐市を創りましょう。

収穫が楽しみ！ソバの種まき

　９月６日、伊佐市立湯之尾小学校の４年生
８人が、学校裏の畑にソバの種をまきました。
　手際のいい子どもたちに「上手ね」と声を
かけると「家で手伝っているから」と元気な
声がかえってきました。
　11 月下旬には収穫できる見込みで、子ど
もたちが収穫と製粉、そば打ちを行い、地域
コミュニティの皆さんと一緒に食べるとのこ
とです。その他、湯之尾小では学年ごとにサ
ツマイモ、大豆、米、麦を栽培していて、季
節を感じながらの農業体験を体いっぱいで楽
しんでいるようでした。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
４

10 月 10 日は
『目の愛護デー』

「10　10」を横に倒すと、眉と目の形に見えることから・・・

　
す
る
。

②
目
と
モ
ニ
タ
ー
の
間
を
40
～

　
50
セ
ン
チ
と
る
。

③
椅
子
に
深
く
座
り
、
膝
の
角

　
度
は
90
度
以
上
に
す
る
。

④
パ
ソ
コ
ン
で
一
時
間
の
連
続

　
作
業
を
す
る
場
合
は
、
15
分

　
く
ら
い
の
休
み
を
取
る
。

●
﹁
ド
ラ
イ
ア
イ
﹂
っ
て
ど
ん

　
な
病
気
？

　
日
本
で
は
近
年
、「
ド
ラ
イ

ア
イ
」
に
悩
む
人
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
目
の
疲
れ
に
加
え
て
、

し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
感
、
目
の
乾
き
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
感
、
充
血
、
ま
ば
た

き
が
増
え
る
、
な
ど
の
症
状
で

す
。

　
現
代
の
生
活
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
、
目
の
疲
れ
を
自
覚

す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
間
の
情
報
の
約
80

％
は
、
目
か
ら
入
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
生
を
豊
か
に
過

ご
す
た
め
に
も
、
自
分
の
目
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
機
会
に
﹃
目
の
健
康
﹄

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●﹁
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
﹂っ
て
何
？

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画

面
の
こ
と
を
Ｖ
Ｄ
Ｔ(V

isual 
D

isplay T
erm

inal)

と
い
い
ま

す
。
Ｖ
Ｄ
Ｔ
を
用
い
た
作
業
を

長
時
間
す
る
こ
と
に
よ
り
、目
・

体
（
首
、
肩
、
腰
、
背
中
、
腕

な
ど
）・
心
（
イ
ラ
イ
ラ
感
、

不
安
感
、
憂
う
つ
感
な
ど
）
に

影
響
の
出
る
病
気
で
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
と
上
手
に
付
き
合

　
う
に
は
？

①
モ
ニ
タ
ー
の
上
端
が
目
よ
り

　
数
セ
ン
チ
高
く
な
る
よ
う
に

●
ド
ラ
イ
ア
イ
へ
の
対
策
は
？

①
作
業
中
は
と
き
ど
き
目
を
パ
チ
パ
チ
さ
せ
て
、
意
識
的
に

　
ま
ば
た
き
の
回
数
を
増
や
す
。

②
部
屋
が
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
加
湿
器
を
使
う
。
エ

　
ア
コ
ン
の
風
は
目
を
乾
燥
さ
せ
る
の
で
、
直
接
当
た
ら
な

　
い
よ
う
に
す
る
。

③
目
の
上
に
蒸
し
タ
オ
ル
を
の
せ
て
休
憩
を
す
る
。
温
め
る

　
と
目
の
周
り
の
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

④
防
腐
剤
の
入
っ
て
い
な
い
人
工
涙
液
タ
イ
プ
の
目
薬
を
一

　
日
数
回
さ
す
の
も
効
果
的
で
す
。

⑤
目
薬
は
一
、二
滴
さ
せ
ば
充
分
で
す
。
点
眼
後
は
目
を
閉

　
じ
て
、
目
薬
が
目
の
表
面
に
広
が
る
よ
う
に
す
る
。

●
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
合
っ
て
い
ま
す
か
？

　
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
度
が
合
っ
て
い
な
い
と
目

が
疲
れ
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
長
時
間
続
け
る
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン

画
面
か
ら
の
距
離
に
調
節
し
た
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

を
使
用
す
る
と
目
が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
目
の
健
康
を
守
る
た
め
に
　

　
　
　
◎
あ
な
た
の
目
の
健
康
を
守
る
た
め
、
年
に
一

　
　
　
　
度
は
眼
科
専
門
医
へ
。

　
　
　
◎
早
期
発
見
・
早
期
予
防
は
、
目
の
病
気
で
も

　
　
　
　
大
切
で
す
。

（
参
考
）
公
益
社
団
法
人
　
日
本
眼
科
医
会

モニターの上端が
目より数センチ
高くなるようにする

椅子に深くすわり、
ひざの角度は
90 度以上
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レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

ごぼう入り
つけあげ

　
①豆腐は、茹でて水気をしっかり絞ってお
　く。
②すり身をすり鉢ですり、豆腐を加えよく
　すり混ぜる。溶き卵とＡを加え混ぜる。
③ごぼうは、ささがきにして水にさらした
　後、水気をきり、小麦粉少々をふり混ぜる。
④③を②に混ぜ合わせ、小判型にする。
　160℃の油でゆっくり揚げる。

〈作り方〉

｢ 具だくさん、栄養満点」生

南三陸だより
Minamisanriku　Town

　
先
日
、
い
つ
も
通
り
通
勤
し

て
い
る
と
、
旧
市
街
地
に
写
真

の
よ
う
な
看
板
が
た
く
さ
ん
並

ん
で
い
ま
し
た
。
実
は
「
南
三

陸
福
幸
き
り
こ
祭
」
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
商
店
街
の
方
々
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
き
り
こ
を
海
に

向
け
て
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

「
う
ま
い
蒲
鉾
作
り
つ
づ
け
ま

す
」、「
笑
顔
た
や
さ
ず
海
と
と

も
に
生
き
る
」
等
の
復
興
に
向

け
た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印

象
的
で
し
た
。

　
９
月
６
日
に
５
か
月
ぶ
り
に

一
時
帰
省
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
見
て
い
た
伊
佐
市
の
風

景
が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
た
の

と
同
時
に
、
変
わ
り
の
な
い
風

景
に
安
心
し
ま
し
た
。
生
ま
れ

育
っ
た
ま
ち
を
、
変
化
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
る
南
三
陸
町

か
ら
客
観
的
に
見
る
こ
と
で
、

郷
土
愛
が
強
ま
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
復
興
に
精
一
杯
尽

力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ふ
る
さ
と
の
こ
と
も
想
い

な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
「
き
り
こ
」
と
は

　
宮
城
県
塩し
お
が
ま竈
市
か
ら
三
陸
地

方
南
部
に
伝
わ
る
、
半
紙
を
切

り
抜
い
た
正
月
飾
り
の
こ
と
で
、

神
社
な
ど
は
神
棚
飾
り
用
に
縁

起
の
い
い
模
様
で
作
っ
た
「
き

り
こ
」
を
年
末
に
配
布
す
る
風

習
が
あ
り
ま
す
。
漁
業
が
盛
ん

な
南
三
陸
町
で
は
、
大
漁
や
漁

の
安
全
を
願
っ
て
「
き
り
こ
」

を
神
棚
に
一
年
を
通
し
て
飾
る

家
も
多
い
よ
う
で
す
。

（
上
田
恒
静
）

Vol. ６

〈材　料〉（４人分）
魚のすり身　　300g　　　豆腐　　   300g
卵　　　　　　１個　　　ごぼう　　１本
小麦粉　　　　少々

地酒　　　大さじ２　  黒砂糖　大さじ２
小麦粉　　大さじ１　  味噌　　小さじ２
しょうが汁　小さじ１

つ
け
あ
げ

　

Ａ｛

Vol.24
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
あのころのデパート　長野まゆみ（出版：新潮社）
　デパートの新入社員研修で、まっさきに練習す
るのは何？ゴミ箱に断じて入っていてはいけない
ものは？雨が降った時に店内放送でかかる曲は？
高島屋東京店では小ゾウが飼われていたってホン
ト？お客さまには見えない裏側やオキテなどデパ
ートの秘密満載！　　　（新刊全点案内より引用）

【10 月の休館日】

10 月    １日（月）   ・    ９日（火）
　　 15 日（月）・22 日（月）
　　 29 日（月）

【　児　童　】
ようかいガマとの　ゲッコウの怪談 よしながこうたく
保健室の日曜日 村上しいこ
ルドルフとスノーホワイト 斉藤洋
おかあさんの手 まはら三桃
りんご畑の 12 カ月 中武ひでみつ

【　一　般　】
ソロモンの偽証　第１部事件 宮部みゆき
虚像の道化師 東野圭吾
その暁のぬるさ 鹿島田真希
はかぼんさん さだまさし
解 堂場瞬一

【イベント情報】

秋の図書館まつり
日　時　10 月 27 日（土）10:00 ～
場　所　菱刈図書館
内　容　図書館ボランティア「ミッケ」による劇や大型絵
　　　　本や紙芝居の読み聞かせなど
ふれあいメルヘンひろば
日　時　10 月 27 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

第 66 回読書週間
期間　10 月 27 日（土）～ 11 月９日（金）
標語　「ホントノキズナ」

【図書館へ献本】
滿薗學さん　　（高校西）
永山保雄さん　（尾之上）
今村一雅さん　（小木原下）

☆田中保育所緑陰読書会
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

　
　
次
の
9
問
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る

　
項
目
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
1
】

　
自
分
の
ま
わ
り
に
あ
ま
り
悪

い
人
は
い
な
い
と
思
う

【
問
2
】

　
相
手
に
悪
い
の
で
人
の
話
を

一
生
懸
命
聞
く
ほ
う
だ

【
問
3
】

　
た
ま
た
ま
運
の
悪
い
人
が
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
う
の
だ
と
思
う

【
問
4
】

　
知
人
か
ら
「
効
い
た
」「
良

か
っ
た
」
と
聞
く
と
、
や
っ
て

み
よ
う
と
思
う

【
問
5
】

　
有
名
人
や
肩
書
き
の
あ
る
人

の
言
う
こ
と
は
つ
い
信
用
し
て

し
ま
う

【
問
6
】

　
人
か
ら
す
す
め
ら
れ
る
と
断

れ
な
い
方
だ

だ
ま
さ
れ
や
す
さ
心
理
チ
ェ
ッ
ク

【
問
7
】

　
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
の
で

家
族
に
も
黙
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る

【
問
8
】

　
実
際
、
身
近
に
相
談
で
き
る

人
が
あ
ま
り
い
な
い

【
問
9
】

　
し
っ
か
り
者
だ
と
思
わ
れ
た

い

　

　
○
印
が
多
い
ほ
ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
う
危
険
度
が
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
問
1
～
問
3
に
○
印
を
つ
け
た

人
は
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
危
機
意
識
が

う
す
い
傾
向
、
問
4
～
問
6
に
○
印
を

つ
け
た
人
は
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の
に
気

が
つ
か
な
い
傾
向
、
問
7
～
問
9
に
○

印
を
つ
け
た
人
は
だ
ま
さ
れ
た
と
き
一

人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

◎
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
受

　
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
計

個

　
市
内
在
住
の
30
代
女
性
へ
仕
事
と
家

庭
の
両
立
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
産
前
・
産
後
休
暇
、
育
児
休
業
は

　
　
ど
の
く
ら
い
取
得
さ
れ
ま
し
た

　
　
か
？

Ａ
．
産
前
は
１
～
２
週
間
。
産
後
は
８

　
　
週
間
。
育
児
休
業
は
取
得
せ
ず
。

Ｑ
．
今
の
職
場
で
、
こ
れ
が
あ
っ
て
よ

　
　
か
っ
た
と
い
う
制
度
は
？

Ａ
．
義
務
付
で
は
あ
る
が
、「
育
児
・

　
　
介
護
休
業
法
」

Ｑ
．
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
た
め
に
、

　
　
職
場
へ
求
め
る
こ
と
は
？

Ａ
．
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
た
め

　
　
の
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
及
び
周
囲

　
　
の
理
解
。
就
業
規
則
に
謳
う
だ
け

　
　
で
な
く
、
育
児
・
介
護
休
業
等
取

　
　
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
大
事
。

Ｑ
．
仕
事
を
し
な
が
ら
出
産
・
育
児
を

　
　
し
て
い
る
人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

　
　
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
す
る
う
え

　
　
で
、
周
囲
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

　
　
家
庭
と
職
場
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

　
　
の
人
と
も
連
携
で
き
れ
ば
安
心
し

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

　
　
て
子
育
て
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
そ
の
た
め
に
も
か
ね
て
か
ら
自
治

　
　
会
の
行
事
等
積
極
的
に
参
加
し
て

　
　
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
事

　
　
で
も
誰
か
に
相
談
す
る
か
、
市
の

　
　
相
談
機
関
を
利
用
し
、
心
に
余
裕

　
　
を
も
っ
て
子
育
て
で
き
る
と
い
い

　
　
で
す
ね
。

～
ご
家
族
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　
積
極
的
に
子
育
て
・
家
事
に
協
力
し

て
く
れ
て
「
イ
ク
メ
ン
」
の
言
葉
が
よ

く
あ
て
は
ま
る
夫
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昔
の
子
育
て
と
は
違

う
と
両
立
に
理
解
・
協
力
し
て
く
れ
る

両
親
の
お
か
げ
で
心
強
く
い
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

助
け
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女
性
サ
ロ
ン
室

開
催
日
　
10
月
３
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

10
月
は
、﹁
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
﹂

さぁ～
やってみよう

大
丈
夫
！

す
ぐ
に
相
談
し
よ
う
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伊
佐
市
民
約
２
９
、０
０
０
人
の
う

ち
年
代
別
で
人
口
が
多
い
の
は
、60
代
・

70
代
・
50
代
で
４
、０
０
０
人
を
超
え

て
お
り
、
次
い
で
３
、０
０
０
人
を
超

え
る
80
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
、
高
齢
化
率
は
35
％
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
校
区
で
実
施
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会

議
の
中
で
も
、
高
齢
者
の
増
加
・
独
居

老
人
・
買
い
物
難
民
・
高
齢
者
の
引
き

こ
も
り
な
ど
、
高
齢
者
に
係
わ
る
課
題

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
校
区
が
現

在
計
画
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内

容
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
人
を
支
え
る
﹁
新
た
な
仕
組
み
﹂

︽
み
ん
な
で
さ
さ
え
愛
隊
︾　

　
足
腰
が
弱
く
自
動
車
の
運
転
が
で
き

な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
ゴ
ミ
出
し
な
ど

日
常
作
業
も
重
労
働
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
を
頼
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。

︽
グ
リ
ー
ン
ビ
ー
バ
ー
隊
︾　

　
自
分
の
庭
で
さ
え
、
草
刈
が
で
き
な

く
な
っ
た
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
代
わ

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

り
に
作
業
を
行
う
。
そ
の
代
わ
り
、
お

茶
や
漬
物
、
昔
話
を
い
た
だ
く
。

︽
買
い
物
ラ
ク
ラ
ク
計
画
︾　

　
高
齢
者
宅
を
子
ど
も
た
ち
が
訪
問
し
、

日
用
品
の
注
文
を
と
り
、
届
け
る
こ
と

で
、
生
き
が
い
作
り
や
買
い
物
支
援
に

つ
な
げ
た
い
。

☆
地
域
が
望
む
﹁
高
齢
者
の
新
た
な
活

　
動
の
場
﹂

︽
子
ど
も
の
び
の
び
遊
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
︾　

　
外
で
遊
べ
と
言
っ
て
も
遊
び
方
を
知

ら
な
い
子
ど
も
達
。
遊
び
の
達
人
と
し

第
10
回

て
高
齢
者
が
遊
び
を
伝
え
る
場
を
作
り
、

教
え
見
守
る
こ
と
で
、
異
年
齢
の
子
ど

も
達
の
交
流
や
遊
び
を
伝
達
で
き
る
。

︽
幼
老
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︾　
　

　
幼
児
期
の
子
ど
も
を
抱
え
た
子
育
て

世
代
や
そ
の
子
ど
も
達
と
、
人
生
経
験

豊
か
な
高
齢
者
が
交
流
す
る
こ
と
で
、

情
報
交
換
や
世
代
を
超
え
た
交
流
が
進

み
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
。

☆
地
域
づ
く
り
の
﹁
機
軸
﹂

　
地
域
を
支
え
る
に
は
、
多
く
の
人
の

力
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
働
く
若
い
世

代
だ
け
で
は
な
く
、
経
験
豊
か
な
高
齢

世
代
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
支
え
合
い

は
困
難
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
支
え
て
も
ら
う
」
と
考
え

が
ち
な
高
齢
者
も
、
お
茶
を
出
し
た
り

昔
話
を
し
た
り
、
何
か
し
ら
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
高
齢
者
と
若
者
、
そ
し
て
子
ど
も
達

を
巻
き
込
み
、
交
流
や
遊
び
を
通
し
て

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
く
。
校
区
振
興

計
画
に
お
け
る
高
齢
者
と
は
、
ま
さ
に

地
域
づ
く
り
の「
機
軸
」だ
と
思
い
ま
す
。

●イベント情報などは、各校区のコミュニティ協
　議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日締
　切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
※内容や紙面の都合により、掲載できない場合
　もあります。

コミュニティ通信

共生協働推進係からお知らせ

高齢者とのふれあい活動の様子（田中校区）

　今回、記事の中でご紹介したのは、15 の
校区コミュニティ協議会が計画している
100 を超えるプロジェクトの中から「高齢
者」をキーワードに選んだものです。
　どれも現実的で有効なプロジェクトだと
思いますが、まだまだその他にも、ユニー
クで画期的なプロジェクトがたくさん計画
されていますので、ぜひ住んでいる校区の
計画も見てみましょう。各校区コミュニテ
ィ協議会でご覧いただけます。

遊遊
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
　
　
時
　
10
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　
試
合
開
始
　
19
時
30
分
～

場
　
　
所

　
菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
　
ど
ち
ら
も
６
人
制

▽
混
成
の
部
（
女
性
が
２
名
以
上
）

ネ
ッ
ト
の
高
さ
　

2
ｍ 

30 
cm

▽
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

ネ
ッ
ト
の
高
さ
　

2
ｍ 

20 

cm

参
加
料
　
選
手
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
０

　
０
円

申
込
方
法

　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
伊
佐
市
文
化

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
電
気
柵
を
設
置

し
ま
せ
ん
か

導
入
条
件

①
市
内
住
民
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
30
ア
ー
ル
以
上
の
集
団
と
な
っ
て
い
る
耕

　
作
地
（
家
庭
菜
園
は
含
ま
な
い
）

③
受
益
２
戸
（
２
人
）
以
上
が
共
同
で
設
置

　
で
き
る
箇
所

④
過
去
に
補
助
事
業
で
設
置
し
た
こ
と
が
な

　
い
箇
所

　11 月 18 日執行予定の伊佐市長及び伊佐市議会議員選挙の
立候補予定者説明会を開催します。
　立候補を予定している人はご出席ください。
日　　時　10 月９日（火） 13 時 30 分～
場　　所　大口元気こころ館多目的ホール
携 行 品　出席者の印鑑・筆記用具
問い合わせ先　市選挙管理委員会　
　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１１７１

伊佐市長及び伊佐市議会議員選挙立候補予定者説明会

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
人
で
、
豊
富
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

小
規
模
校
の
特
性
を
活
か
し
た
学
習
を
希
望

す
る
児
童
及
び
保
護
者
に
対
し
、
特
別
に
入

学
ま
た
は
転
入
学
を
認
め
て
、
児
童
の
心
身

市
立
南
永
小
学
校
一
日
体
験
入
学

の
健
康
増
進
と
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
と
共

に
、
小
規
模
校
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
伊
佐
市
小
規
模
校
入
学
特
別
認

可
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
一
日
体
験
入
学
で
小
規
模
校
の

良
さ
を
実
感
し
、
入
学
ま
た
は
転
入
学
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
日
体
験
入
学
日
　
10
月
24
日
（
水
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
南
永
小
学
校
　
　
☎
�
３
９
８
０

市
学
校
教
育
課
学
事
係
　
　
☎
�
１
５
３
２

会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
市

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
10
月
15
日
（
月
）

※
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
は
、10
月
30
日
（
火
）

　
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
�
６
３
２
０
・
　
�
０
９
８
１

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
10
月
16
日
（
火
）
10
時
～
15
時

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
第
４
会
議
室

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　

市
役
所
市
民
課
人
権
啓
発
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
３

な
ん
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い

行
政
相
談
週
間

　
総
務
省
で
は
、
10
月
15
日
（
月
）
か
ら
21

日（
日
）ま
で
の
１
週
間
を「
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
全
国
的
に
各
種
行
事
を
実
施
し
ま

す
。
市
で
も
、
こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、
次
の
日
程
で
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
国
の
行
政
に
関
す
る
相
談
・
意
見
・
要
望

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日

程

10
月
16
日
（
火
）
10
時
～
15
時

▽
大
口
会
場
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
相
談
委
員
　
若
松
吉
美
さ
ん

▽
菱
刈
会
場
　
ま
ご
し
館
　

　
相
談
委
員
　
向
江
知
恵
子
さ
ん

※
定
例
の
行
政
相
談
は
10
月
２
日
（
火
）
10

　
時
～
15
時
に
開
設
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
行
政
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
４

⑤
作
物
は
販
売
目
的
で
あ
り
、
飼
料
作
物
は

　
家
畜
農
家
へ
供
給
し
て
い
る
も
の

補
助
金

　
市
が
電
気
柵
購
入
額
の
２
分
の
１
を
補
助
、

残
り
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
10
月
15
日
（
月
）

申
　
　
請

　
申
込
後
に
詳
し
く
案
内
を
し
ま
す
が
、
設

置
箇
所
図
面
や
共
同
設
置
者
名
簿
、
同
意
書

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
事
業
導
入
・
設
置
内
容
は
個
別
に
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難
病
巡
回
相
談
（
炎
症
性
腸
疾
患
）

日
　
　
時
　
10
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
　
所
　
大
口
保
健
所
2
階
会
議
室

対
象
者
　
20
人

　
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
受
給
者
及
び
家

族
、
関
係
者
（
大
口
保
健
所
管
内
居
住
者
）

対
象
疾
患
　
炎
症
性
腸
疾
患

　
　
　
　
　（
潰
瘍
性
大
腸
炎
、ク
ロ
ー
ン
病
）

内
　
　
容
　

○
講
話
　「
炎
症
性
腸
疾
患
の
最
新
治
療
と

　
　
　
　
病
気
と
の
つ
き
あ
い
方
」

　
講
師
　
藤
田
浩
氏

　
　
　
　（
鹿
児
島
大
学
病
院
消
化
器
内
科
）

○
患
者
会
の
お
話  

　
峯
元
明
美
氏
（
鹿
児
島
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
学
び
の

　
会
）　

○
患
者
交
流
会
　
助
言
者
　
藤
田
浩
氏

　
計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
で

取
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
の
管
工
事
組
合
等
に
委
託

し
、
取
替
え
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
家
庭
に

無
料
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。な
お
、メ
ー
タ
ー

器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す
の
で
、
管
理
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
10
月
に
交
換
を
計
画
し
て
い
る
区
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。
交
換
の
必
要
な
ご
家
庭
に

は
事
前
に
検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
大
口
地
区
】　
千
束
松
、
水
ノ
手
、
農
林
高
校

　
　
　
　
　
通
、
西
永
尾

【
菱
刈
地
区
】　
比
良
の
一
部
、
大
峰
、
下
荒
田

※
今
回
は
取
替
え
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
20

　
㎜
～
75
㎜
用
の
メ
ー
タ
ー
器
交
換
も
行
い

　
ま
す
。（
市
内
全
域
）

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
、
取
替
え
作
業
を
行
い
ま
す

　
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
そ
の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　
受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係
　
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２

市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
に
つ
い
て

タケシタの家造り 検索

広告

H     P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 :伊佐市大口小木原８９９

住宅・店舗新築工事中です。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

広告

第８回 ふれあい長
お せ

生祭
12:30 オープニング

13:00「岩崎院長先生」の講演

体験コーナー、理事長のリラックス体操、
球根などのお土産もあります

・松元病院ソーラン節
・横山恵久専属歌手の歌

・腰痛について
・管理栄養士による骨を強くする食事

内 容

テーマ その腰痛　骨折かも !!　骨粗鬆症？

お問い合わせ 　☎ 0995-22-1101 竹添まで
送迎希望の方は連絡を

お待ちしています

12:30 開始12:00 受付
受付場所：松元病院玄関
場所：整形外科松元病院敷地内

10月28日 日

　
本
年
度
も
次
の
と
お
り
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
　
　

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
で
伊
佐
市
に
住
所
を

　
有
す
る
人

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

　
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

　
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

　
能
に
障
が
い
を
有
す
る
者
と
し
て
厚
生
労

　
働
省
令
で
定
め
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　

※
対
象
者
の
年
齢
基
準
日
は
平
成
24
年
12
月

　
31
日

実
施
期
間
　
平
成
24
年
10
月
15
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
平
成
25
年
1
月
15
日
（
火
）

実
施
場
所
　
市
内
の
各
医
療
機
関

接
種
費
用
　

　
被
接
種
者
１
人
に
つ
き
１
回
１
、
０
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。
各
医
療
機
関
に
は
、
接

種
料
金
か
ら
市
の
助
成
金
を
差
し
引
い
た
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
医
療
機
関
で
接
種

料
金
は
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
医
療
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

予
診
票
　
　

①
の
対
象
の
人
に
は
、
予
診
票
を
送
付
し
ま

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
す
。
　
　

　
※
助
成
は
、
満
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
が
対

　
　
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
の
対
象
の
人
は
、
直
接
医
療
機
関
に
申
し

　
込
ん
で
い
た
だ
い
た
後
に
、
予
診
票
を
交

　
付
し
ま
す
。

　
※
か
か
り
つ
け
の
病
院
以
外
で
接
種
を
受

　
　
け
る
場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
ま
た
は

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６

太陽光発電の
ある暮らし

　
協
議
い
た
し
ま
す
。

事
業
実
施
　
平
成
25
年
度

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
林
務
課
鳥
獣
対
策
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
１
３
３

問
い
合
わ
せ
先

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
課
（
笹
原
）

☎
０
９
９
・
２
１
８
・
３
１
３
４
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伊佐市からのお知らせ

☎22-0０８０ 
お申込み・お問い合わせは… 

エス・テー・ラボ  株式 
会社 

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入OK！ 

出張費などすべて込みで1万円 費などすべて込みで11費などすべて込みで

お申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせは………お申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせは

毎週1回2時間コース（１８：３０～） 

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入

費などすべて込みで費などすべて込みで出張出張費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入

費などすべて込みで費などすべて込みで11万円費などすべて込みで11費などすべて込みで費などすべて込みで

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入

費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで

！初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入OKOKOK

万円万円万円

初期設定致します 
費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで 万円費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで 万円万円万円万円

★入会費無料 ★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費無料無料無料無料無料無料無料★入会費★入会費★入会費★入会費無料無料
★随時募集中 

伊佐市大口里1967-2 

★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時募集中募集中募集中募集中募集中募集中募集中募集中★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時募集中募集中
★少 人 数 制  

広告

募
　
　
集

　
市
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、

伊
佐
市
の
Ｐ
Ｒ
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
ま
す
。自
薦
、他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
資
格

　
市
内
在
住
か
同
市
に
勤
務
し
て
い
る
心
身

と
も
に
健
康
で
、
市
が
行
う
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
る
18
歳
以
上
の
人

委
嘱
期
間
　
平
成
24
年
11
月
1
日
～

　
　
　
　
　
平
成
25
年
10
月
31
日

人
　
　
員
　
若
干
名

申
込
期
限
　
10
月
15
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
３

募
集
期
間
　
11
月
１
日
（
木
）
～
27
日
（
火
）

入
学
試
験
　
12
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
受
付
８
時
30
分
～
８
時
50
分

合
格
発
表
　
12
月
５
日
（
水
）

試
験
科
目
等

　
国
語
（
高
校
卒
業
程
度
）・
作
文
・
一
般

常
識
（
簡
単
な
計
算
問
題
含
む
）・
面
接

提
出
書
類
　

○
入
学
願
書
（
本
校
所
定
の
も
の
）、
写
真

　（
名
刺
大
・
上
半
身
）
を
添
付

○
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
）
証
明
書
、
高

　
校
成
績
証
明
書

○
受
験
料
１
０
、０
０
０
円

請
求
方
法

　
自
宅
住
所
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
に
80
円

切
手
を
貼
っ
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
︱
２
５
２
１

伊
佐
市
大
口
鳥
巣
４
５
０
番
地

伊
佐
市
医
師
会
立
准
看
護
学
校☎

�
８
８
０
２

平
成
25
年
度
伊
佐
市
医
師
会
立
准
看

護
学
校
学
生
募
集

広告

■家屋片付・遺品整理・ごみ処理■

電話→

～再利用できる廃棄物・遺品を「買取る」ことでごみ処理費用を削減します～

0995-22-0564伊佐リサイクルセンター
県公安古物商許可番号第 961160040093 号
一般廃棄物収集運搬許可第 30 号（伊佐） 伊佐市大口里 378-1　受付：朝 10 時～夕５時迄
轟　市　場

■通常の商品買取業務もどしどし承ります■
買取対象品目：デジタル家電品・電化製品・AV 機器・パソコン類・OA 機器・電動工具・大工道具・厨房機器・業務用品・電位治療器・楽器類
スポーツ用品・釣具・ギフト品・雑貨小物・ベビー用品・家具・オフィス家具・DVD/BD ソフト・おもちゃホビー・その他当店の指定する物品

←全て片付け空室・空部屋に可
＜解説＞
買い取れる物は出来るだけ買い
取ることで、処理にかかる費用
から買取額分を差し引き、処理
費用を削減致します
買取を組合わせ料金削減できる
のは当店のみのサービスです

※当店では全国商品相場ＤＢを導入し、適正な値段で買取査定致します　※ ごみ処理料金は車種別（２t ﾄﾗｯｸ / 軽ﾄﾗ）の実積載料金となります。詳しくは当店まで

片付け前 片付け後

伊
佐
市
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
・
ボ
ー
イ
募
集

大
口
東
幼
児
学
級
園
児
募
集

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
入
園
を
希
望
さ
れ

る
人
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
３
歳
児
　
平
成
21
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
４
歳
児
　
平
成
20
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
５
歳
児
　
平
成
19
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時

※
延
長
保
育
可
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

　
大
口
東
小
校
区
外
の
子
ど
も
さ
ん
も
入
園

で
き
ま
す
。
随
時
、
募
集
し
て
い
る
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
東
幼
児
学
級
　
　
　
　
☎
�
６
１
４
５

期
　
　
日
　
10
月
４
日
（
木
）

場
　
　
所
　
姶
良
市
文
化
会
館
加
音
ホ
ー
ル

内
　
　
容
　
　

○
相
談
会
︿
第
1
部
﹀   
　
 13
時
～
15
時
40
分

○
セ
ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）
16
時
～
17
時
５
分

　
演
題
　「
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解

　
　
　
　
と
支
援
」

　
講
師
　
清
原
浩
氏
（
臨
床
心
理
士
・
ス
ク

　
　
　
　
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

○
相
談
会
︿
第
2
部
﹀17

時
20
分
～
18
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先
　

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
（
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
９
・
２
５
７
・
８
２
３
０

子
ど
も
・
若
者
の
自
立
を
支
援
す
る

関
係
者
の
た
め
の
講
演
及
び
相
談
会

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
国
が
掛

金
の
一
部
を
助
成
す
る
従
業
員
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
短
時
間
労
働
者
の
パ
ー
ト
や
家

族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業
退
職

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４
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誕
　
生

 

（
８
月
１
日
～
８
月
30
日
受
付
分
）

市
来
　
桂け
い
し
ん臣
（
真
二
・
鵜
泊
）

犬
童
　
颯そ
う
す
け亮
（
守
平
・
岩
坪
）

今
村
　
光ひ
か
り李
（
真
一
・
金
波
田
下
）

岩
元
　
悠ゆ
う
ま真
（
亨
通
・
重
留
西
）

浦
崎
　
絢あ
や
ね音
（
薫
・
西
川
）

亀
割
　
真ま

ゆ由
（
直
樹
・
重
留
西
）

桐
原
　
優ゆ
う
ま真
（
喜
代
詞
・
里
町
）

芝
原
　
月る
な

（
優
・
八
坂
団
地
）

鶴
留
　
侑ゆ

ら来
（
修
二
・
田
中
上
）

成
政
　
陽ひ
ま
り葵
（
禎
一
・
本
町
）

南
木
　
悠ゆ
う
き希
（
純
一
・
西
永
尾
）

二
之
形
　
璃り

お音
（
マ
サ
オ
・
永
尾
）

原
口
　
愛ま
な
と叶
（
拓
也
・
北
俣
団
地
）

福
部
　
香
か
お
る
（
加
依
・
町
船
津
田
下
）

南
　
太た
い
よ
う陽
（
智
治
・
重
留
西
）

弓
場
　
凛り

い

さ
依
桜
（
大
輔
・
共
進
）

（
８
月
１
日
～
８
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

有
薗
　
克
子
　
　
　
77
　（
稲
荷
町
）

井
上
　
光
一
　
　
　
60
　（
里
町
）

岩
　
　
正
夫
　
　
　
93
　（
下
元
町
）

嶋
田
　
利
葊
　
　
　
88
　（
西
戸
切
）

諏
訪
　
乃
武
子
　
　
91
　（
上
青
木
東
）

中
村
　
サ
チ
子
　
　
90
　（
朝
日
町
）

丸
山
　
愛
子
　
　
　
86
　（
水
ノ
手
）

山
内
　
茂
　
　
　
　
53
　（
篠
原
）

山
野
地
区

上
原
　
充
　
　
　
　
95
　（
下
之
馬
場
）

梅
木
　
武
則
　
　
　
82
　（
石
井
）

桒
畑
　
ツ
ル
　
　
　
90
　（
堺
町
）

坂
本
　
龍
司
　
　
　
49
　（
春
村
）

髙
橋
　
ユ
キ
ヱ
　
　
95
　（
敬
寿
園
）

髙
山
　
ニ
ン
　
　
　
98
　（
平
原
）

堀
口
　
キ
ミ
エ
　
　
93
　（
小
木
原
東
）

松
元
　
ア
キ
　
　
　
100
　（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

楠
元
　
榮
　
　
　
　
89
　（
鳥
巣
上
）

千
鳥
　
フ
サ
ノ
　
　
93
　（
山
之
口
）

富
山
　
フ
ヂ
エ
　
　
92
　（
冨
士
）

中
間
　
功
　
　
　
　
73
　（
大
島
南
）

西
﨑
　
け
い
子
　
　
61
　（
冨
士
）

長
谷
川
　
秀
夫
　
　
74
　（
星
空
の
里
）

平
江
　
純
徳
　
　
　
72
　（
崎
山
東
）

西
太
良
地
区

戸
田
　
鶴
江
　
　
　
98
　（
曽
木
）

冨
永
　
豊
　
　
　
　
89
　（
門
前
）

長
岡
　
政
光
　
　
　
87
　（
土
瀬
戸
）

永
峰
　
公
洋
　
　
　
68
　（
田
代
）

森
園
　
重
光
　
　
　
82
　（
門
前
）

菱
刈
地
区

海
江
田
　
士
郎
　
　
95
　（
川
北
麓
上
）

木
村
　
増
夫
　
　
　
94
　（
楠
原
下
）

小
山
　
キ
ミ
子
　
　
97
　（
田
中
上
）

杉
元
　
ミ
ツ
エ
　
　
85
　（
徳
辺
上
）

田
畑
　
文
義
　
　
　
81
　（
上
市
山
）

出
ノ
口
　
深
　
　
　
98
　（
荒
田
上
）

新
納
　
イ
リ
子
　
　
77
　（
北
俣
）

福
田
　
利
信
　
　
　
88
　（
田
中
下
）

山
崎
　
ヨ
シ
子
　
　
86
　（
荒
瀬
）

山
下
　
孝
志
　
　
　
87
　（
小
原
松
山
）

広告

　

【今月の表紙】

“力まず自分らしく”を心がけ優勝！
　第 35 回九州地区牛削蹄競技大
会において、有留寛之さん（大口
曽木・28 歳）が優勝し、10 月末
に茨城県で開かれる全国大会への
切符を手にしました。
　この大会は、牛のひづめを削る
技術を競う大会で、３回目の出場
となった今回、実技最高得点を獲
得し見事優勝されました。全国大
会では上位入賞めざして頑張って
ください。
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人口のうごき

H24. ９. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,272 人　  （－   25）
　男　　13,533 人　  （－   10）
　女　　15,739 人　  （－   15）
世帯数　14,229 世帯  （－   16）

◆ ◆

　
昭
和
初
期
の
「
人
生
50
年
」
か
ら
、今
は
「
人

生
80
年
」
と
言
わ
れ
る
時
代
。
80
歳
以
上
生
き

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
人
生
設
計
す
る
こ
と
が

必
要
な
ほ
ど
今
の
高
齢
者
は
お
元
気
だ
。
取
材

先
で
出
会
っ
た
皆
さ
ん
と
の
年
齢
差
を
感
じ
な

い
お
し
ゃ
べ
り
で
、
以
前
聞
い
た
若
さ
を
維
持

す
る
た
め
の
「
か
き
く
け
こ
」
を
思
い
出
し
た
。

　「
か
」
は
感
動
す
る
。
感
情
を
身
体
や
言
葉

で
表
現
す
る
こ
と
。「
き
」
は
、
緊
張
す
る
。
家

に
閉
じ
こ
も
ら
ず
外
へ
出
て
他
人
に
見
ら
れ
る

こ
と
。「
く
」
は
、
く
つ
ろ
ぐ
。
一
日
の
中
で
ゆ
っ

く
り
と
お
茶
を
飲
む
時
間
が
必
要
。「
け
」
は
、

決
断
す
る
。
人
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

で
決
め
る
。「
こ
」
は
、
好
奇
心
を
持
つ
。
常

に
新
し
い
も
の
に
興
味
を
持
つ
こ
と
。

　
家
族
、
地
域
の
一
員
と
し
て
人
生
を
自
立
し
、

生
き
生
き
と
生
活
す
る
た
め
に
素
敵
な
考
え
方

だ
な
ぁ
と
思
っ
た
。
私
も
大
先
輩
に
習
い
「
か

き
く
け
こ
」
を
心
が
け
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、

今
日
何
を
食
べ
る
か
自
分
で
「
け
」、決
断
だ
！

　
隣
の
家
の
ご
夫
婦
は
大
の
動
物
好
き
。
あ
る
日

の
畑
作
業
中
、
翼
の
折
れ
た
ト
ン
ビ
を
助
け
、
ご

主
人
の
＂
だ
れ
や
め
＂
の
つ
ま
み
を
減
ら
し
て
ト

ン
ビ
に
三
食
、
豚
肉
・
鶏
肉
を
与
え
た
そ
う
で
す
。

数
日
後
、
仲
間
の
ト
ン
ビ
が
来
る
よ
う
に
な
り
、

早
く
仲
間
の
も
と
に
帰
そ
う
と
、
治
療
し
て
も
ら

え
る
病
院
を
姶
良
で
見
つ
け
、「
迎
え
に
く
る
ね
、

仲
間
が
待
つ
大
空
に
帰
し
て
あ
げ
る
ね
」
と
泣
き

な
が
ら
病
院
を
あ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
優
し
い

人
に
助
け
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
心
が
和

む
事
で
し
た
。（
針
持
　
ア
ト
ム
の
マ
マ
　
40
代
）

　
私
は
月
に
数
回
、
仲
間
と
集
ま
り
花
を
い
け
る
。

最
近
始
め
た
方
か
ら
「
お
花
を
始
め
て
実
家
に
帰

る
回
数
が
増
え
た
」
と
メ
ー
ル
を
頂
い
た
。
20
年

来
の
友
人
は
資
格
を
と
る
訳
で
も
な
く
、「
や
っ

て
る
だ
け
で
母
が
喜
ぶ
の
」
と
毎
月
の
レ
ッ
ス
ン

に
来
る
。
そ
う
い
え
ば
習
い
始
め
の
頃
、
私
が
い

け
た
紅
葉
と
桔
梗
の
ア
レ
ン
ジ
を
正
座
し
て
ず
っ

と
見
て
い
た
母
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
は
美
し
い

　
８
月
末
の
あ
る
夕
方
、
川
内
の
実
家
に
帰
っ
た

と
き
、
家
は
皆
不
在
で
開
け
ひ
ろ
げ
て
は
あ
る
け

ど
一
人
で
は
居
ら
れ
ず
、
夏
に
な
れ
ば
エ
ビ
取
り

を
し
て
い
た
裏
の
川
内
川
に
行
っ
た
。
風
景
は
昔

の
ま
ま
エ
ビ
は
い
な
か
っ
た
が
ボ
ラ
が
水
面
を
飛

び
跳
ね
、
ポ
チ
ャ
ピ
チ
ャ･･･

。
何
と
も
懐
か
し

い
響
き
で
一
瞬
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
じ
で
夕

日
が
き
れ
い
で
あ
っ
た
。
昔
と
違
う
事
は
、
川
に

大
き
な
南
九
州
自
動
車
道
路
が
ド
ー
ン
と
架
け
ら

れ
て
い
て
現
実
に
戻
っ
た
。
一
時
の
昔
の
空
気
・

風
に
癒
さ
れ
た
刻
だ
っ
た
。

（
羽
月
　
せ
ん
で
が
ら
っ
ぱ
娘
　
50
代
）

　
ア
ト
ム
の
マ
マ
さ
ん
の
お
隣
さ
ん
は
、
病
院
探
し

で
遠
く
ま
で
大
変
で
し
た
ね
。
自
然
に
か
え
っ
て
仲

間
と
元
気
に
羽
ば
た
く
姿
を
想
像
す
る
と
、
美
味
し

く
〝
だ
れ
や
め
〞
で
き
そ
う
で
す
ね
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

おおお

便便便
りりり ああ りりり がが とと

うう

和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和みみみみみみみみみみみみみみみみ和み和和み和和み和和み和和み和和み和和み和和み和みみみみみ
な ごな ごな ごな ごな ごな ご

和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和
な ごな ご

ｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

のののみのみののののののののの
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　このコーナーでは、皆さ
んからの「こころ和む話題」
をお待ちしています。

【投稿について】
◆字数 200 文字以内（文章
　は、必要に応じて添削す
　る場合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
市総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.le.jp

か
ら
で
は
な
く
、
娘
の
作
品
だ
っ
た
か
ら
。
自
分

の
た
め
に
し
て
い
る
事
だ
け
ど
、
他
の
誰
か
も
楽

し
ま
せ
て
い
る
の
だ
。

（
大
口
　
イ
ブ
ピ
ア
ジ
ェ
　
40
代
）




